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【緒言】人工脂質二分子膜（人工膜）へ膜タンパク質を組み込んだ再構成系は，膜タンパク質の

機能を理解するための有効な手法であり，さらに膜タンパク質の機能を利用したバイオデバイス

としての発展が期待されている． しかし，膜タンパク質をいかに効率的にデバイスへ導入するか

が課題となっている．我々はこの課題に対して，人工膜内外の浸透圧差による融合促進効果につ

いて検討を行ってきた 1．本研究では浸透圧におけるベシクル融合の効果をより理解するために，

人工膜へ浸透圧を付加した時の張力変化を蛍光によって観察を行った． 

【実験】シリコン熱酸化膜に 2 µm の孔が形成された井戸型構造に，環境感受性蛍光プローブ

Laudan を含む巨大ベシクル（DOPC:EDOPC:ChoL, 0.5 mol% Rho-DOPE）の展開によって人工膜を

形成した．井戸構造の外部溶液を一定速度で交換することにより内部と浸透圧差を生じさせ，人

工膜の形状を凸型に変化させた． 

【結果・考察】ポンプで井戸外液を 200 mM glucose

から 100 mM glucose へ 100 µL/min の速さで置換し

た時，井戸内部（200 mM glucose）は浸透圧を解消

するために水の流入が発生する．その時の，体積増

加に伴う人工膜形状の変化（高さ）の計算結果を図

1(a)に示す．蛍光像では，輝点がリング状に広がり，

井戸径 2 µm よりも大きくなっており，人工膜が膨

らんでいく形状変化の過程が観察された（図 1(b)）．

さらに Laudan の蛍光波長変化から求められる人工

膜の収縮・膨張状態を示す GP 値から，人工膜に浸

透圧がかかり，水の移動により浸透圧が解消されて

いく，張力の変化の過程が観察された．今後は浸透

圧下における人工膜の張力の変化の中で，ベシクル

融合が起こりやすい状態について検討を行ってい

く． 
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図 1(a)．浸透圧による井戸内部の体積増加の計算

値，(b)膨張していく人工膜の蛍光像． 
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